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D 61　　 農 薬 防 除 衣 着 用 時 の 発 汗 量 に 対 す る 頭 部 冷 却 の 効 果

長 野 県 短 大　　　　 ○ 林　　千 穂　　　　 金 城 学 院 大 短 大　　　　 山 下由 果

大 阪 教 育 大 教 育　　　 今 村 律 子　　　　 奈 良 女 大 家 政　　　　 登 倉 尋 実

目 的　　 農 薬 散 布 作 業 に 際 し て は ， 人 体 を 農 薬 か ら 保 護 す る た め 防 除 衣 ， 防 護 用 マ ス ク ，

ゴ ム 手 袋 。 ゴ ム 長 靴 等 の 防 護 具 の 装 着 を 必 要 と す る が ， 散 布 作 業 の 集 中 す る 夏 期 に お け

る こ れ ら の 完 全 装 着 は ， 著 し く 衣 服 内 気 候 を 悪 化 さ せ て い る 。 そ こ で ， 本 研 究 で は ， 頭

部 の 冷 却 に 着 目 し ， 頭 部 の 冷 却 が こ れ ら の 被 服 等 の 完 全 装 着 下 に お い て も ， 発 汗 量 や 着

心 地 の 改 善 に 寄 与 す る か を 検 討 し た 。

方 法　　 実験 は 環 境2S ℃ ，60 ％R.H. の 恒 温 恒 湿 室 で19  9 0 年 ８月～9 月 に 行 っ た。 被験 者 は 健

康 な男 子 学 生５名 で あ る 。 着 用 衣 服 は, 綿 （10  0 j;. 撥 水 加 工 ） の 防 除 衣 上･下 （ 試 作 ）, 頭

部 に防 除 用フ ード ，手 部 にゴ ム手 袋 ，足 部にゴ ム 長 靴 ，内 衣と し て 綿（100)^ ） の 半 袖 メ リ

ヤ ス シ ャ ツ,    ト ラ ン ク ス ， ソ ッ ク ス を 着 用 し た 。 頭 部 冷 却 の 場 合 に は 頭 に 直 接 冷 却 帽 を か

ぶ り ，さ ら に そ の 上 に 防 除 用 フ ード を か ぶ っ た 。 冷 却 水 の 水 温ti 平 均12  ~ 14  ℃, 流 速 約

t 2
かh
で あ る 。 実 験 ス ケ ジ3.     ― ル は ，防 護 衣 服を 全 て 装 着 し た 状 態 で3  0 分 椅 座 安 静 の 後 ，

6 0 分 間 ト レ ッド ミ ル（ 速 度3  . 6
￥h
  , 勾 配3  °    ） で 運 動負 荷を 行 い ，そ の間 直 腸温, 鼓 膜 温,

心 拍 数 ， 皮 膚?S    （ 全 身４部 位 ） ，衣 内 温 湿 度 ， 発 汗 量 の 測 定 お よび 温 熱 感 ， 快 適 感 ， 湿 潤 感

の 申告 を行 っ た。 ま た実験 前 後に 体重 ， および 着 用 衣服 の重 量を 測定 し た。

結 果　(i) ．頭 部 冷 却 を 行 う こ と に よ り 発 汗 量 の 減 少 が 認 め ら れ た。(-2;.鼓 膜 温 は ，頭 部 冷却

に よ'0   5 例 中 ３例 が 低 い レ ベ ル を 維 持 し た が ， 直 腸 温 に は 低 下 が み ら れ な か っ た。(3）｡衣 服 内

温 度 は 頭 部 冷 却 を 行 っ た 方 が ， 低 い 値を 維 持 し た 。μ)。m 潤 感 は 頭 部 冷 却 を 行 っ た 方 が湿 り

感の悪化 への反応が遅い。

D 62 特 殊 機 能
を 付記 し た ス キ ーウ ェ ア の 着用 効 果 に つ い て

公衆 衛 生 院生 理 衛生　 ○栃 原　 裕、 大 申 忠 勝、 都 築 和 代

実 践 女 子 大 家 政　 渡゙ 辺 由美 子

目 的：　特 殊機 能 を 付 記し た ス キ ーウ ェ ア ー（ 特 殊 服） と、 一 般 の ス キ ーウェ ア ー（ 対 照

服 ） を 着 用し た 時 の。 寒 冷下 運 動 時 に お け る 生 理的 ・ 心 理 的 反 応 を 比 較 す るこ と によ り、

特 殊服 の 有 効 性 を 検 討し た。

方 法：　太 陽 光 の 轜 射 があ る 場 合 を 想 定し た ハロ ゲン ラ ン プ 点 灯 時（ 轜 射 有） と、 轜 射 が

な い 消 灯 時（ 轜 射無 ） を 設 定 し、 以 下 の４ 条 件 下 で 実 験 を 行 っ た。 ①特 殊 服で 轜 射 有,   R

特 殊 服 で 輔 射無、 ③対 照 服 で 轜 射 有.   ④ 対 照服 で 轜 射 無。 寒 冷 室（ －5  ℃) に30 分 間 安 静

の 後.      3 ka ／h、 ６ k・／h,      9 ki ／hの ト レ ッド ミ ル 歩（ 走 ） 行 を 連 続し て15 分 間 ず つ 行 わ せ、

運 動 後20 分 間 の安 静 を と ら せ た。 被 検者 は。 女 子 大 学生 ６ 名 で、 実 験 中 連 続し て。 直 腸温、

皮 膚 温。 心 拍数、 体 重 減 少 量、 酸 素 摂取 量 お よ び 心 理反 応 の 測定 を 行っ た。

結果：　直腸 温 の 変 化 に は、 ４ 条 件 聞 に ほ と ん ど 差 異 は認 め られ な かっ た も の の。 皮 膚 温

は、 轜 射有 の場 合、 特 殊 服 は対 照 服 に く ら べ 有 意 に 高値 を 示 す こ と が多 い。 一 方、 轜 射 無

の 条 件下 で は、 両 服 間 に 有意 差は 認 め ら れ な かっ た。 体 重 減 少量 は、 特 殊 服轜 射有 の 条 件

が一 番 多 く。 他 の３ 条件 間 と の 間 に 有 意 差 が 認め ら れ た。 心 拍 数 や 酸素 摂 取量 の 変 化 に は。

４ 条 件 間 に 差 異 は 認 め られ な か っ た。 温冷 感 は、 轜 射 有 の 条 件 下 で、 特 殊服 の 方 が 寒 さ の

訴 え が 少 な い。 た だし。 強 い 運 動 強 度 の時 に は「 暑 い 」 と い う 申 告 があ り、 運 動 後 に は 両

服 間 の 差 異 は 小さ い。 一 方、 轜 射 無 の 条件 下 では、 両 服 間 に 差異 は認 め ら れ な かっ た。

天 気 の よ い 日 の安 静時 や 軽 い 運 動 時 な らば。 特 殊 服 は皮 膚 温や 温感 を 高 く 保 て る た め。

快 適 な 運 動 が可 能 で あ る。 し か し、 天 気の 悪 い 日 や 運 動 後 に はこ の 特 徴 は 認 め ら れ ない。


